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はじめに 
 

ＳＦ映画は人々に未来へのロマンや夢、仮想世界を楽しむなどの娯楽を与えてくれてい

ます。これらの映画の中には未来に実現するかもしれないような技術、いわゆる「宇宙テクノ

ロジー」が、描かれています。そこで技術系の会社員２，３００人に対して意識調査を行った

ところ、未来の技術、先端テクノロジーについて、今後の開発に期待したり、使ってみたい

ものはありますか? と質問したところ、「若返り、アンチエイジング」、「テレポーテーション」の

２つが最も多く、続いて、「反重力クラフト」、「フリーエネルギー」、「音波治療器」、「常温超

伝導」、そして、「メドベッド」などがありました。 

 

ところで、技術的に世界のトップを走っている米国では、最近になり、機密情報の開示が

進みつつあります。２０２０年１２月下旬にアメリカ合衆国連邦議会が可決し、大統領が署名

して成立した法案には、ＵＦＯに関する詳細な情報など、従来秘匿としてきた技術情報や

特許情報の開示が義務付けられていました。このため、２０２１年以降、今までＳＦの世界で

しか見られなかった技術情報に触れる機会が多くなってきつつあります。そうした中、一部

の情報通の人々に関心がもたれているのが、宇宙テクノロジーの一つである「メドベッド」で

す。「メドベッド」は、その名でイメージされるように、寝ているだけで、医療処置され、さまざ

まな病気などが治る、とされているものです（映画『エリジウム』のシーンなどに表現されてい

ます）。ただし期待だけをあおる風潮もあり、今こそ冷静な判断力が問われているともいえま

す。 

 

そこで、当調査では、宇宙テクノロジー、メドベッドの現状を調査し分析し未来ビジョンを

描きだすことに注力、成功しました。シナリオシミュレーションの予測では、メドベッド関連市

場は２０３０年には、１兆円規模に達することが分かりました。 

 

未来予測にあたっては、最新の米国の特許技術情報等を調査するとともに、関連企業

の調査を行い、まず現実目線から情報分析を行いました。またリバースエンジニアリング的

発想により、製品コンセプトを描き、関連する技術の応用製品市場の市場予測を参考とし

ながら、市場予測を行いました。この過程で、有力な技術等を有するスタートアップ、ベン

チャー企業等が分かり、投資面でも有益な情報を収集することに成功しました。 

 

これからの宇宙テクノロジービジネスとして注目される企業の中には、世界的な UFO 現

象の研究から始まり、材料科学研究、エンターテインメント部門などを手掛ける To The 

Stars Academy of Arts & Science 社、タキオン推進エンジンを開発している Tachyon 

Aerospace などがありますが、日本でもこの種の研究が盛んとなりつつあることが分かりまし

た。 

 

当調査報告書は、宇宙テクノロジー関連の内外の技術動向、市場動向の調査をふま

え、宇宙テクノロジー、とりわけ、メドベッド関連の市場動向、市場予測、さらに、ビジネス戦

略構想についてまとめたものです。当調査報告書が皆様のビジネス開発、研究開発、製品

サービス開発に少しでも寄与できれば幸いです。                    
 
 

ＡＱＵ先端テクノロジー総研 
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 【調査概要】 

■ 調査テーマ 

   

宇宙テクノロジー、量子メドベッドの可能性と市場展望に関する調査 
－機密解除を契機に注目される最先端テクノロジーの未来戦略－ 

【調査報告書】 
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